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茵藤蒿湯の マ ウス 実験的肝障害モ デル に 及ぼ す影響

  ツ ム ラ 　中央研究所，三 重大学　臨床検査医学
’
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【目的】茵薩蒿湯（TJ −135）は 占来よ り黄疸，肝疾患な ど に 用 い られ て い るが ，そ の 基礎

的検討は ほ と ん どな され て い な い
。 そ こ で 今回，肝障害機序の 異 な る数種の マ ウ ス 肝障害

モ デ ル で TJ−135の 作用 を検討 した 。

【方法】q）D −galactosamine（D −GalN ）＋ LPS 肝障害 ； C3H ／HeN マ ウ ス （6W ♂ ）に D −Gal

N20mg ／ headお よ びLPS 　2．5ng／headを同時 に i．v ．して 肝障害を惹起 し， 8時間後 に採 血，

肝臓摘出 した 。 〔2）Goncanavalin　 A （Con　 A ）肝障害 ： BALB ／ c マ ウ ス （6W ，♂） に con 　 A

20mg／kg をi．v ．し肝障害を惹起 し， 8時間後に 採［fllした 。 （3）CCI　，，肝 障害 ： ICR マ ウ ス （6

W ，♂） に 0，2％ CCI，，　 10ml／kg　i．p．して 肝障 害を惹起 し， 24時 間後 に採血 した 。
　 TJ−135

500，1000，2000mg ／kg は い ずれ も反応惹起 18時間前 ， 0．5時間前，3．5時間後に 経 Ll投与

した 。 血液は遠心 し血清中 の AST 活性，　 ALT 活性を測定 し た 。
　 AST 活性，　 ALT 活性 の 測

定法 と して は NADH を用 い た UV レ
ー

ト 法に て 行 っ た 。 摘出 した 肝臓 は病理学的検討を行 っ

た 。

【結果】TJ −135500 ，1000，2000mg ／kg は D −GalN ＋LPS に よ る血清中AST 活性，　 AI．T

活性 の 上昇 を用量依存的か つ 有意に抑制 し た 。 ま た病理 組織学 的検討 の 結果， TJ−135は

肝細胞壊死 を抑制す る傾向を示 した 。 ま た TJ−135は con 　A に よ る血清中 AST活性，　 ALT 活

性 の 上 昇を抑制する傾向を示 した が CCl4に よ るAST 活性，
　 ALT 活性 の 上昇 に 対 して 影 響

を及 ぼ さ な か っ た 。

【考察】TJ−135はcon 　A 肝障害 ，　 D −Ga1N ＋ LPS肝障害を抑制するが CCl4肝 障害に は影響

を与え な い こ とか らTNF 一α な ど の サ イ トカ イ ン の 産生抑制，活性発 現 抑制 を介 して 肝 障

害抑制作用を示 して い る こ とが考え られ た 。 したが っ て 今 回 の 実験 よ りTJ−135は免疫 系

の 関与する肝障害に対して 有効で あ る こ とが示唆され た 。
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